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＋
二
月
号

腰
行
所

野
畑
全
日
本
仏
教
会

　
東
京
都
中
央
区
築
地

　
三
ノ
一
（
本
願
寺
内
）

　
電
話
（
5
4
）
〇
三
＝
二

発
行
人
栗
本
俊
道

編
集
者
高
橋
忠
雄

印
刷
所
栄
昌
堂

国
際
親
善
に
大
き
な
役
割
！

日
本
代
表
団
の
壮
途
に
期
待

㌔一隅ノ

　
矛
五
回
世
界
仏
教
徒
会
議
は
．
既
報
の
通
り
十
一
月
二
十
四
日
よ
り
一
週
間
タ

イ
国
の
首
都
バ
ン
コ
ッ
ク
市
を
中
心
会
場
と
し
て
世
界
各
国
代
表
の
出
席
を
得
て

開
か
れ
る
が
，
こ
れ
に
先
立
ち
、
西
沢
浩
仙
団
長
以
下
二
十
名
の
日
本
仏
教
代
表

団
は
、
去
る
二
十
二
日
羽
田
発
で
壮
途
に
つ
い
た
。

　
代
表
団
の
壮
行
会
は
二
十
二
日
午
後

六
時
半
よ
り
、
東
京
築
地
本
願
寺
で
開

か
れ
た
。

　
高
階
会
長
、
重
永
理
事
長
ほ
か
各
常

務
理
事
，
理
事
、
国
際
委
員
と
各
種
委

員
等
全
仏
役
員
は
勿
論
の
こ
と
，
各
界

代
表
と
．
代
表
団
員
の
関
係
者
等
凡
そ

二
百
名
が
会
場
を
う
ず
め
た
。

　
会
長
現
下
導
師
で
三
帰
主
文
を
同
型

の
後
重
永
理
事
長
は
南
北
仏
教
の
相
互

理
解
と
世
界
仏
教
徒
の
和
合
招
来
．
更

に
国
際
親
善
促
進
の
上
で
の
代
表
団
の

役
割
の
重
要
性
を
強
調
し
、
そ
の
活
動

に
対
す
る
期
待
を
述
べ
て
壮
行
の
挨
拶

と
し
た
。

　
続
い
て
今
度
の
代
表
団
の
捧
持
仏
と

し
て
、
国
際
親
善
平
和
観
音
鑛
仰
会

（
会
長
，
名
古
屋
日
泰
寺
信
徒
総
代
古

川
為
三
郎
氏
）
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
如
意

輪
観
面
目
像
（
古
同
藤
慰
鎮
夫
作
ブ
ロ
ン
ズ
制
双
）

が
受
領
さ
れ
、
仏
前
で
高
階
狙
下
導
師

の
も
と
般
若
心
経
が
車
回
さ
れ
た
。
つ

い
で
団
旗
の
授
与
が
行
わ
れ
．
代
表
団

員
が
一
人
一
入
万
雷
の
拍
手
の
中
で
紹

介
さ
れ
た
。

　
各
界
を
代
表
し
て
の
歓
送
の
辞
と
し

て
．
衆
議
院
大
西
正
道
代
議
士
、
国
際

委
員
阿
部
竜
伝
師
、
釈
尊
二
五
〇
〇
年

を
讃
え
る
の
会
安
藤
覚
氏
、
学
界
か
ら

花
山
信
勝
師
、
仏
婦
の
船
口
暉
子
女

へ
・
　
・
　
～
一
－
、
・
、
一
、
一
）
、
－
、
　
　
、
　
、

〃
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
7

て
ー
ー
～
～
～
ー
ー
ー
～
一
～
ー
ー
～
ー
ー
～
一
～
一
～
～
㌧

無
塩
照
葉
灘
簸
勤

々ワ

ｩ
縫
諺
罐
蘇
耀
，
心
か
ら
の

　
　
本
大
会
が
君
民
一
体
の
仏
教
信
仰
の

〃
国
タ
イ
国
の
首
府
バ
ン
コ
ッ
ク
市
に
開

7
催
さ
れ
た
こ
と
は
欣
快
の
い
た
り
で
あ

難
騰
箋
輔
辮

ヴ
ラ
ラ
ン
カ
ー
ラ
王
の
優
淀
に
よ
り
、
日

　
本
仏
教
徒
は
有
史
以
来
初
め
て
仏
陀
の

　
聖
骨
を
賜
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

　
聖
骨
は
今
も
な
お
名
古
屋
郊
外
に
築
造

…
嚢
驚
薪
漿
の
パ
ゴ

　
　
仏
教
の
本
義
は
憎
し
み
、
浸
り
，
驕

　
り
の
無
い
人
聞
生
活
を
具
現
す
る
に
あ

！

史
、
名
古
屋
の
古
川
為
三
郎
氏
等
か
ら

そ
れ
み
＼
激
励
歓
送
の
意
が
表
さ
れ
、

大
き
な
期
待
が
述
べ
ら
れ
た
。
更
に
代

表
団
携
行
の
数
々
の
贈
呈
品
が
披
露
さ

れ
，
西
沢
団
長
の
謝
辞
の
後
、
万
歳
を

三
唱
し
て
盛
会
は
午
後
八
時
に
及
ん

だ
。深
夜
の
羽
田
垂
準

　
　
仏
教
一
色
で
形
ど
る

　
定
刻
九
時
二
台
の
バ
ス
に
分
乗
し

た
、
代
表
団
と
見
送
り
の
人
々
、
更
に

数
台
の
車
が
列
を
作
っ
て
目
路
羽
田
空

港
へ
向
け
て
本
願
寺
正
門
を
出
る
。
万

歳
の
声
が
起
る
。

　
羽
田
に
着
く
と
各
代
表
の
地
元
の
人

々
が
数
百
人
も
つ
め
か
け
て
非
常
な
に

ぎ
わ
い
だ
。
池
上
の
マ
ト
イ
が
振
ら
れ

太
鼓
が
打
た
れ
る
。
築
地
の
仏
教
聖
歌

の
合
唱
が
起
る
。
巣
鴨
の
商
店
街
の
ノ

ボ
リ
、
各
宗
派
の
旗
が
林
立
す
る
。
あ

ち
ら
も
こ
ち
ら
も
万
歳
半
声
が
絶
え
な

い
。
羽
田
空
港
は
、
さ
な
が
ら
仏
教
一

色
に
彩
ど
ら
れ
る
。
外
人
が
思
わ
ぬ
拾

い
も
の
と
ば
か
り
急
い
で
カ
メ
ラ
の
シ

り
ま
す
。
全
人
類
が
か
く
の
如
き
生
活

を
亨
受
せ
ざ
る
か
ぎ
り
、
如
何
な
る
黒

鼠
に
お
い
て
も
平
和
が
到
来
し
た
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
我
々
仏
教
徒
は
過
去
四

回
の
会
議
を
も
ち
、
平
和
に
つ
い
て
多

く
を
語
り
あ
い
ま
し
た
、
し
か
し
な
が

ら
世
界
の
現
状
は
依
然
と
し
て
暗
雲
が

低
迷
し
て
お
り
ま
す
。
仏
陀
の
教
説
を

信
ず
る
我
々
は
、
過
去
に
お
け
る
我
々

の
議
論
及
び
実
践
を
反
省
し
、
然
る
後

今
後
の
行
動
を
決
定
す
べ
き
で
あ
り
ま

す
。
行
動
が
仏
陀
の
正
法
に
基
づ
く
限

り
．
そ
れ
は
議
論
よ
り
も
は
る
か
に
勝

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
大
会
が
全
人
類
の
心
に
、
仏
陀
の

正
し
い
ダ
ル
マ
（
法
）
を
侵
透
す
る
最

も
適
切
な
る
方
法
を
発
見
す
る
事
を
期

待
し
、
そ
の
成
功
を
祈
る
次
矛
で
あ
り

ま
す
。
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＼
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ヤ
ツ
タ
ー
を
切
る
。

　
西
沢
団
長
が
力
強
く
出
発
の
決
意
を

語
る
、
午
前
零
時
過
ぎ
代
表
団
を
乗
せ

た
日
航
機
は
羽
田
を
あ
と
に
一
路
バ
ン

コ
ッ
ク
へ
と
向
つ
た
。

羽田出発直前の代表団

数
々
の
贈
呈
品

一
、
タ
イ
仏
教
会
へ
如
意
謹
聴
音
像
一

　
　
体
一
、
タ
イ
国
王
へ
撚
金
地
錦
テ
ー
ブ
ル

　
　
セ
ン
タ
ー
、
並
に
達
磨
大
師
尊
，
像
階

　
　
額
（
福
岡
梅
田
信
降
師
寄
贈
）

一
、
総
理
大
臣
へ
撚
金
地
錦
テ
ー
ブ
ル

　
　
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
　
，

一
、
仏
教
会
長
ヘ
テ
ー
ブ
ル
セ
ソ
タ
i

一
、
副
会
長
へ
　
　
　
　
〃

一
，
宗
訓
教
局
長
へ
　
　
　
〃

一
、
仏
教
僧
伽
総
長
へ
　
極
上
中
啓

一
、
タ
イ
国
青
少
年
へ
　
日
本
少
国
民

　
　
の
図
画
二
〇
〇
〇
点
（
提
供
梅
田

　
　
信
隆
，
中
野
顕
文
、
鈴
木
錬
成
、

　
　
鈴
木
錦
吾
、
中
山
理
々
の
各
代
表
）

一
、
タ
イ
国
王
始
め
各
位
へ
名
香

　
　
（
名
古
屋
市
近
藤
法
泉
堂
提
供
）

一
、
イ
ン
ド
大
菩
提
会
へ
　
釈
尊
成
道

　
　
降
魔
の
額
（
寄
進
鈴
木
錦
吾
氏
）

一
、
イ
ン
ド
大
菩
提
会
ヴ
ア
リ
シ
ン
ハ

　
事
務
総
…
長
ヘ
ト
ラ
ソ
ジ
ス
当
量
・

　
　
ラ
ヂ
オ
な
お
こ
の
他
各
宗
派
本

　
　
山
、
日
泰
寺
、
ヤ
ン
グ
・
イ
ー
ス

　
　
ト
社
等
よ
り
多
数
の
書
籍
そ
の
他

　
が
提
供
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
各
方
面

　
　
に
贈
呈
さ
れ
る
。
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釈
尊
二
五
〇
〇
年
配
典

一
常
務
理
事
会

諸
準
備
着
々
進
む

［
口

　
去
る
十
一
月
七
日
午
前
十
一
時
よ
り

東
京
築
地
本
願
寺
で
釈
尊
二
五
〇
〇
年

祝
典
の
問
題
を
中
心
に
常
務
理
事
ム
瓜
が

開
か
れ
、
祝
典
日
程
の
概
要
等
が
確
認

諒
承
さ
れ
、
更
に
全
乳
の
平
常
事
務
報

告
を
受
け
，
こ
れ
を
承
認
し
た
。

　
祝
典
は
来
春
三
月
二
十
七
日
よ
り
三

十
一
日
ま
で
東
京
で
記
念
大
会
仏
教
主

義
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
行
っ
た

後
、
四
月
一
日
よ
り
八
日
ま
で
．
各
地

方
大
会
が
全
国
的
に
開
催
さ
れ
、
九
日

の
東
京
都
知
事
主
催
歓
送
パ
ー
テ
ィ
ー

を
最
後
に
全
日
程
を
終
了
す
る
。

　
全
町
で
は
各
地
方
大
会
の
日
程
並
に

大
会
開
催
の
た
め
の
現
地
と
の
接
渉
三

孝
等
を
確
認
－

準
備
を
進
め
て
い
る
が
，
各
宗
派
、
地

区
仏
教
会
で
も
非
常
な
協
力
が
期
待
さ

れ
、
こ
の
機
会
に
仏
教
興
隆
運
動
が
全

国
的
に
盛
り
上
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
全
仏
で
は
こ
の
気
運
を
更
に
促
進

し
内
容
の
あ
る
も
の
と
す
べ
く
、
各
方

面
に
暗
き
か
け
て
い
る
が
、
各
宗
派
を

通
ず
る
仏
教
徒
募
金
等
に
よ
る
財
政
的

裏
付
け
の
確
保
も
重
要
で
、
こ
の
面
で

の
協
力
も
心
か
ら
要
請
し
て
い
る
。
な

お
、
こ
の
祝
典
・
事
業
費
に
あ
て
る
各

宗
協
同
仏
教
徒
募
金
は
、
既
に
募
金
袋

三
十
五
万
枚
を
作
成
、
各
宗
派
宗
務
所

宛
発
送
し
、
早
く
も
尊
い
浄
財
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

ド “　一届　　　＿
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全
一
念
に
つ
い
て

　
去
る
矛
六
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
東
京
浅
草
寺
大
会
で
は
、
「
全
一
仏
教
運
動

を
い
か
に
推
進
す
べ
き
か
」
に
つ
い
て
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。
と
れ
に
関
し

て
大
会
当
日
も
討
議
に
参
加
さ
れ
た
、
日
本
大
学
教
授
、
工
学
博
士
山
本
洋
一
氏

よ
り
寄
稿
が
あ
っ
た
の
で
、
お
く
れ
ば
せ
な
が
ら
こ
製
に
発
表
さ
せ
て
い
た
黛
き

読
者
各
位
の
御
参
考
に
供
す
る
。

　
三
法
印
は
仏
教
の
経
典
と
外
道
の
そ

れ
を
区
別
す
べ
き
三
種
の
印
で
あ
る
と

い
わ
れ
る
。
し
か
も
、
三
法
印
は
物
心

一
如
の
法
で
あ
っ
て
、
と
れ
こ
そ
仏
教

の
根
本
な
の
で
あ
る
。
仏
教
と
し
て
は

三
法
印
の
説
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
仏
教
の
宗
派

に
し
て
三
法
印
を
説
か
ざ
る
も
の
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
仏
教
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
各
宗
各
派
と
三
法
印
の
説
き
か
た

は
ち
が
っ
た
と
し
て
も
、
三
法
印
こ
そ

全
仏
教
を
一
つ
に
す
る
、
文
字
ど
お
り

全
一
仏
教
の
理
念
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
　
釈
尊
は
三
法
印
を
中
心
と
し
て
対
…
機

説
法
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
四
諦
・
十

二
因
縁
・
八
正
道
も
三
法
印
の
展
開
で

あ
る
。
釈
尊
の
悟
り
の
大
本
は
三
法
印

で
あ
り
、
こ
れ
を
正
法
と
し
て
、
そ
の

解
釈
の
差
異
で
入
万
四
干
の
法
門
を
生

じ
、
そ
れ
が
整
理
統
合
し
て
、
日
本
で

は
今
日
の
各
宗
各
派
と
な
っ
て
い
る
が

正
法
は
文
字
ど
お
り
一
に
止
ま
る
法
で

あ
り
．
そ
れ
を
言
葉
を
以
て
あ
ら
わ
し

た
の
が
三
法
印
で
あ
る
。

　
諸
行
無
常
・
諸
法
無
我
・
浬
繋
寂
静

の
三
つ
の
文
句
は
、
そ
の
ま
ま
が
一
つ

の
根
本
道
理
で
あ
っ
て
、
万
物
万
象
の

生
滅
・
存
在
の
す
じ
み
ち
を
示
す
も
の

と
し
て
、
ま
さ
し
く
人
の
心
を
も
ち
び

き
、
さ
ら
に
物
の
真
相
を
明
ら
か
に
す

る
科
学
を
も
正
し
く
す
る
、
ま
さ
に
物

心
一
如
の
法
な
の
で
あ
る
。

　
三
法
印
を
み
と
め
ず
に
仏
教
は
科
学

と
矛
盾
し
な
い
、
科
学
を
も
包
含
す
る

な
ど
と
は
い
え
な
い
。
三
法
印
を
申
心

と
し
て
こ
そ
、
仏
教
は
現
代
生
活
に
役

立
つ
の
で
あ
る
。
経
典
の
多
く
を
文
字

ど
お
り
に
読
む
な
ら
ば
、
今
日
の
科
学

に
矛
盾
す
る
こ
と
が
ら
の
方
が
多
い
。

三
法
印
と
し
て
、
そ
の
ま
ま
の
文
句
は

示
さ
れ
な
く
と
も
、
そ
の
内
容
が
説
か

れ
れ
ば
、
そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
る
。
三

法
印
の
三
の
数
字
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は

な
い
。
仏
教
の
根
本
を
な
す
道
理
が
、

諸
行
無
常
・
諸
法
無
我
・
浬
鍵
寂
静
と
い

う
わ
け
だ
が
、
こ
れ
で
は
全
く
チ
ン
プ

ン
カ
ン
プ
ン
で
あ
る
の
で
、
今
日
で
は

今
日
に
調
和
し
た
言
葉
で
い
い
あ
ら
わ

さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
正
法
は
常
住

不
滅
で
う
つ
り
か
わ
ら
な
い
も
の
だ
が

正
法
の
説
き
か
た
教
え
か
た
は
、
時
代

に
調
和
す
る
よ
う
に
う
つ
り
か
わ
る
の

が
本
当
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
正
法
の
示

す
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
も
時
代
と
と
も

に
う
つ
り
か
わ
る
の
が
当
然
で
あ
る
の

を
、
何
故
に
古
き
伝
統
に
の
み
こ
だ
わ

る
の
か
、
こ
だ
わ
り
を
す
て
て
、
時
代

に
調
和
し
な
い
姿
を
見
て
、
喜
び
と
の

多
く
が
仏
教
は
古
く
さ
い
、
抹
香
く
さ

い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
一
切
皆
空
、
万
物
万
象
の
根
元
は
た

だ
一
つ
、
そ
れ
を
空
（
く
う
）
と
い
い

空
に
よ
っ
て
万
物
万
象
の
つ
く
り
だ
さ

れ
る
す
じ
み
ち
を
示
し
て
い
る
の
が
、

三
法
印
で
あ
る
。
三
法
印
こ
そ
、
万
物

万
象
の
存
在
の
理
法
で
あ
っ
て
、
根
本

道
理
な
の
で
あ
る
。
こ
の
根
本
道
理
を

肝
心
要
の
宗
（
む
ね
）
と
し
て
示
し
教

え
る
も
の
が
真
の
宗
教
で
あ
る
。
肝
心

要
に
あ
・
れ
や
こ
れ
や
と
あ
っ
て
は
な
ら

ぬ
。
こ
こ
に
正
法
を
中
心
と
し
て
展
開

す
る
仏
教
は
、
単
に
全
一
仏
教
の
名
に

と
ど
ま
ら
ず
、
世
界
の
い
わ
ゆ
る
宗
教

を
一
つ
に
帰
せ
し
め
る
運
動
と
も
な
る

の
で
あ
る
。
真
の
宗
教
が
全
世
界
に
ひ

ろ
ま
る
。
そ
の
と
き
に
こ
そ
、
真
に
人

類
の
平
和
と
幸
福
に
よ
る
繁
栄
、
す
な

わ
ち
極
楽
浄
土
が
こ
の
地
球
表
面
に
う

ち
た
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
法
印
こ
そ
，
そ
れ
を
よ
り
ど
こ
ろ
と

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
三
法
印
を
よ
り

ど
こ
ろ
と
し
て
の
政
治
・
経
済
・
法
律

・
科
学
・
産
業
・
芸
能
・
道
徳
・
教
育

な
ど
が
あ
ら
ゆ
る
交
化
の
面
を
正
し
く

円
熟
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
三
法
印
こ
そ

全
一
仏
教
運
動
の
理
念
で
あ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
が
仏
教
精
神
と
も
な
る
の
で

あ
る
。
和
を
以
て
貴
し
と
す
る
こ
と
も

無
我
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
き
た
る
も

の
で
あ
る
。
各
宗
各
派
は
そ
の
信
仰
は

信
仰
と
し
て
、
全
一
仏
教
の
理
念
と
し

て
三
法
印
を
と
り
あ
げ
る
べ
き
で
あ

る
。
　
　
（
全
日
仏
社
会
平
和
委
員
長
）
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タ
イ
国
を
初
め
て
旅
す
る
人
々
は
早

朝
み
る
黄
衣
洗
足
の
多
い
の
に
驚
か
れ

る
事
だ
ろ
う
。
我
が
国
で
想
像
も
つ
か

な
い
現
代
離
れ
し
た
釈
尊
時
代
の
原
始

そ
の
ま
製
を
髪
髭
さ
せ
ら
れ
る
に
充
分

な
夢
の
国
の
如
き
感
じ
を
受
け
る
で
あ

ろ
う
。
タ
イ
の
国
民
は
三
宝
に
対
す
る

帰
依
ま
こ
と
に
厚
く
、
比
丘
を
尊
敬
す

る
念
は
大
変
な
も
の
で
あ
る
。
釈
尊
が

如
何
に
偉
大
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
釈

尊
の
教
へ
程
最
高
最
尊
な
る
も
の
は
な

い
と
国
民
全
体
の
血
と
な
り
肉
と
な
っ

て
い
て
、
そ
の
信
仰
の
度
も
深
く
、
老
幼

男
女
お
し
な
べ
て
一
律
に
仏
法
僧
に
帰

依
し
て
慈
悲
の
心
、
生
き
も
の
を
大
切

に
す
る
気
持
は
ま
こ
と
に
う
ら
や
ま
し

い
も
の
で
あ
る
、
仏
教
が
国
民
の
生
活

に
そ
の
ま
エ
浸
透
し
て
い
る
と
云
う
こ

と
が
出
来
る
。
人
と
人
と
の
挨
拶
は
必

ず
合
掌
に
依
っ
て
行
わ
れ
る
風
景
も
自

然
的
で
あ
り
．
言
葉
づ
か
い
は
常
に
町

重
態
惣
．
行
儀
正
し
い
風
習
は
若
い
時

代
に
僧
伽
の
生
活
の
門
を
潜
ぐ
つ
て
る

賜
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
矛
二
次
世
界
戦

争
も
終
っ
て
各
地
か
ら
引
揚
げ
が
あ
っ

た
が
、
恐
ら
く
は
タ
イ
国
か
ら
の
引
揚

者
が
一
番
幸
福
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
タ
イ
政
府
の
思
い
や
り
は
数

干
の
引
揚
邦
人
に
対
し
白
米
、
ジ
ヤ
ボ

ン
、
バ
ナ
ナ
、
白
砂
糖
等
各
人
に
行
き

わ
た
る
生
麺
別
し
て
、
与
へ
ら
れ
た
厚

情
は
誰
れ
し
も
感
激
し
な
い
も
の
は
な

い
。
流
石
が
に
仏
教
の
国
だ
と
有
難
く

思
っ
た
事
だ
ろ
う
。
慈
悲
寛
容
、
相
互

扶
助
の
仏
教
精
神
は
外
交
的
に
も
個
人

的
に
も
直
接
昧
つ
た
者
は
仏
教
国
日
本

を
任
ず
る
私
達
も
今
一
度
反
省
の
要
を

感
じ
さ
せ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
然
し

現
タ
イ
国
の
識
者
聞
に
は
日
本
の
仏
教

を
非
常
に
興
昧
を
以
て
研
め
た
い
と
の

要
望
者
の
多
く
な
っ
て
い
る
事
も
事
実

で
あ
る
。
特
に
鈴
木
大
拙
先
生
等
に
渡

タ
イ
願
っ
て
仏
教
講
演
を
要
望
し
て
い

る
こ
と
は
、
タ
イ
仏
教
の
進
歩
的
傾
向

と
も
云
え
る
と
思
う
。

　
世
界
の
仏
教
国
と
は
云
へ
中
共
の
勢

力
は
今
や
南
方
諸
仏
教
国
に
も
自
然
に

影
響
を
与
へ
て
い
る
。
タ
イ
国
に
も
昨

年
仏
紀
二
千
五
百
年
祝
典
後
政
変
あ
り

ピ
ブ
ン
首
相
は
退
き
、
終
身
元
師
と
し

て
昨
年
十
二
月
目
日
夜
ひ
そ
か
に
日
本

に
亡
命
さ
れ
て
来
ら
れ
た
が
、
急
拠
去

る
九
月
十
四
日
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

講
師
と
し
て
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
招
か

れ
て
渡
米
さ
れ
た
。
ピ
ブ
ソ
元
首
相
は

非
常
な
反
共
的
仏
教
に
熱
心
な
首
相
で

あ
っ
た
が
、
現
政
府
も
亦
ビ
ル
マ
等
の

隣
国
と
共
に
協
力
し
て
華
僑
の
多
い
タ

イ
国
は
特
に
共
産
化
さ
れ
な
い
様
に
努

力
し
て
い
る
模
様
で
あ
る
。

　
仏
教
国
タ
イ
は
日
本
と
の
関
係
も
昔

か
ら
深
く
、
山
田
長
政
の
活
躍
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
仏
像
と
し
て
は
日

タ
イ
寺
が
名
古
屋
に
あ
る
等
其
他
種
々

因
縁
も
厚
く
日
タ
イ
関
係
は
あ
ら
ゆ
る

意
昧
に
於
て
も
益
々
親
善
を
深
め
て
、

共
に
仏
教
国
と
し
て
親
交
を
深
め
る
事

は
慶
ば
し
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
矛
五
回
世
界
仏
教
徒
会
義
が
今
年
は

タ
イ
国
で
開
催
さ
れ
る
に
当
り
タ
イ
政

府
は
莫
大
な
予
算
を
計
上
し
て
昨
年
の

仏
紀
二
千
五
百
年
祝
典
の
延
長
と
し
て

あ
ら
ゆ
る
記
念
事
業
を
興
こ
し
国
家
繁

栄
の
意
気
に
燃
え
て
い
る
事
と
思
わ
れ

る
。
　
　
　
　
（
全
日
仏
国
際
委
員
）
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眞
剣
な
研
究
を
続
け
る

「
政
治
経
済
委
員
会
」

　
去
る
十
月
二
十
九
日
開
催
の
矛
一
回

委
員
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
は
、
時

局
問
題
に
つ
い
て
の
仏
教
者
の
態
度
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
は
す
る

が
、
当
面
は
、
仏
教
徒
と
し
て
の
政
治

経
済
諸
問
題
に
対
す
る
基
本
的
な
あ
り

方
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
を
進
め
て

行
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
矛
二
回
委

員
会
は
十
一
月
十
二
日
午
後
二
時
か
ら

東
京
芝
の
曹
洞
宗
務
庁
二
階
で
左
記
の

各
委
員
出
席
の
も
と
定
刻
松
本
徳
明
委

員
を
座
長
と
し
て
開
か
れ
た
。

　
先
づ
栗
本
局
長
挨
拶
、
大
野
委
員
か

ら
前
回
の
経
過
報
告
が
行
わ
れ
た
後

「
仏
教
の
政
治
経
済
に
対
す
る
基
本
的

考
え
方
」
に
就
て
約
二
時
間
半
に
亘
っ

て
相
当
活
溌
な
論
議
が
行
わ
れ
た
。
主

な
る
話
題
左
の
通
り

◇
仏
教
者
の
政
経
諸
問
題
に
対
す
る
従

　
来
の
古
い
認
識
を
改
め
て
ゆ
か
ね
ば

　
な
ら
な
い
。

◇
先
づ
学
究
的
な
立
場
か
ら
こ
れ
ら
へ

　
の
基
本
的
立
場
を
明
確
化
す
る
必
要

　
が
あ
る
。

◇
次
で
生
の
政
経
諸
問
題
と
取
組
む
必

　
要
が
あ
る
。

◇
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
政
経
に
対

　
す
る
各
種
の
調
査
研
究
を
進
め
る
必

　
要
が
あ
る
。

◇
特
に
東
南
亜
各
国
仏
教
者
の
政
治
に

　
対
す
る
諸
情
報
を
蒐
集
整
備
す
る
必

　
要
が
あ
る
。

か
く
て
次
期
委
員
会
は
来
る
＋
二
月
＋

日
（
水
）
午
後
二
時
よ
り
「
仏
教
の
政

経
に
対
す
る
基
本
的
理
念
に
就
て
」
友

松
委
員
、
大
野
委
員
よ
り
夫
々
意
見
発

表
を
願
う
事
に
決
定
し
た
。

　
爾
当
日
互
選
の
結
果
委
員
長
、
副
委

員
長
が
夫
々
左
の
通
り
選
任
確
認
さ
れ

「lHl置■ll「凹圃■11朋1冒■11「ll■冨
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た
。委
員
長
松
本
徳
明
氏
（
芝
高
校
長
）

副
委
員
長
大
野
信
三
氏
（
明
大
教
授
法
　
　
博
）

出
席
委
員
　
　
　
　
　
　
出
席
順

友
松
円
諦
．
大
野
信
三
、
狩
野
獲
麟
、

安
藤
　
覚
．
米
山
　
久
、
山
本
洋
一
、

松
本
徳
明
、
壬
生
照
順
、
桜
井
栄
章
，

吉
田
敬
直
、
常
光
浩
然
、
那
須
政
隆
、

栗
本
局
長
、
石
川
局
長
．
佐
瀬
局
長
、

高
橋
部
長
。

　
原
水
禁
野
駈

　
　
　
　
平
和
運
動
全
般
に
動
く

　
原
水
爆
禁
止
宗
教
者
懇
詰
会
で
は
か

ね
て
よ
り
去
る
入
月
の
原
水
爆
世
界
大

会
（
原
水
協
主
催
）
終
了
後
宗
懇
の
進
む

べ
き
方
途
に
付
幹
事
会
等
を
開
い
て
反

省
検
討
を
続
け
て
い
た
が
去
る
十
日
夜

東
京
虎
ノ
門
共
済
会
館
に
覧
て
各
団
体

出
身
の
代
表
委
員
と
幹
事
と
の
合
同
懇

談
会
を
開
い
た
。

　
出
席
者
は
新
宗
連
を
除
く
各
団
体
よ

り
天
々
出
席
し
（
但
代
表
委
員
代
理
）

種
々
懇
談
協
議
を
続
け
た
結
果
左
の
各

項
に
付
申
合
せ
を
行
い
八
時
過
ぎ
散
会

し
た
。
宗
懇
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。

一
、
宗
懇
は
今
後
戦
争
防
止
の
あ
ら
ゆ

　
　
る
平
和
問
題
に
対
し
定
期
的
に
一

　
　
定
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
之
を
続
つ

　
　
て
研
究
会
を
開
く
事

一
、
出
発
以
来
今
口
ま
で
の
負
担
金
の

　
　
整
理
を
行
う
三

一
、
刻
々
展
開
す
る
時
事
問
題
に
対
決

　
　
し
て
直
垂
の
態
度
を
声
明
す
る
必

　
　
要
を
生
じ
た
際
全
会
一
致
が
と
れ

　
　
な
い
場
A
口
は
有
志
の
名
祢
で
も
一

応
意
志
表
示
を
す
る
事
も
考
へ
て

お
く
事
等

　
社
会
季
和
委
開
か
る

　
去
る
十
一
月
七
日
午
後
二
時
よ
り
、

東
京
築
地
本
願
寺
で
、
当
面
の
緊
急
諸

問
題
に
つ
い
て
社
会
・
平
和
角
貝
会
が

開
か
れ
た
。
当
日
は
、
商
量
法
問
題
に
つ

い
て
各
委
貝
か
ら
，
可
成
り
具
体
的
な

意
見
が
提
出
さ
れ
た
．
し
か
し
「
全
日
本

仏
教
会
」
と
し
て
軽
々
に
賛
舎
何
れ
か

に
し
て
態
度
表
明
を
す
る
こ
と
は
、
問

題
が
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
仏
教
徒

と
し
て
は
む
し
ろ
、
も
っ
と
高
い
立
場

か
ら
、
現
在
の
日
本
の
よ
っ
て
来
る
所

を
明
ら
か
に
し
、
深
い
洞
察
の
上
に
正

し
い
判
断
を
打
ち
た
て
る
た
め
の
着
実

な
研
究
を
進
め
る
べ
き
こ
と
を
確
認
し

た
。　
尚
、
出
席
は
．
山
本
洋
一
、
小
野
清

一
郎
、
田
中
法
善
、
中
墨
教
篤
、
丸
山

行
遼
、
山
崎
海
弘
、
壬
生
照
順
．
浜
田

本
悠
の
各
委
員
で
あ
っ
た
。

関
西
合
同
專
門
委
員
会

去
る
十
八
日
京
都
知
恩
院
で

　
関
四
に
お
け
る
全
日
仏
組
織
、
教
化

社
会
半
和
谷
委
員
会
の
合
同
会
議
が
去

る
十
八
日
午
後
二
時
か
ら
京
都
知
恩
院

十
項
会
館
で
開
か
れ
た
。
定
刻
福
富
課

長
の
開
会
の
辞
に
次
で
得
々
和
箏
曲
総

長
の
挨
砂
あ
り
．
本
部
栗
本
局
長
．
高

橋
部
長
．
本
委
貝
会
招
集
の
目
的
及
び

左
の
協
議
題
の
内
容
説
明
を
行
う
。

　
干
々
和
総
長
座
長
と
な
り
逐
次
協
議

を
進
め
た
。
就
中
最
近
間
題
と
な
っ
た

警
職
法
改
正
を
断
る
諸
問
題
に
関
し
て

は
仲
々
活
溌
な
意
見
が
出
た
が
結
論
と

し
て
は
関
東
の
政
経
露
盤
会
．
社
会
学

和
委
員
会
の
結
論
通
り
仏
教
者
と
し
て

の
態
度
を
堅
持
し
飽
く
ま
で
冷
静
に
推

移
を
見
守
り
乍
ら
研
究
を
ず
済
め
て
ゆ

く
と
云
う
事
に
な
っ
た
。

◇
協
議
事
項

ω
最
近
の
社
会
問
題
に
対
す
る
仏
教
会

　
の
態
度
に
就
て

②
仏
紀
二
塁
五
百
年
記
念
事
業
に
就
て

⑤
関
西
地
区
の
組
織
促
進
に
就
て

㈲
政
治
．
経
済
委
員
会
の
結
成
に
就
て

◎
そ
の
他

◇
当
日
の
出
席
者

　
田
丸
道
忍
、
高
橋
照
空
、
矢
野
康

　
嘉
．
心
山
義
繁
，
狭
川
明
俊
（
代
）
甲

　
戸
堅
正
，
桑
原
堅
鷹
、
量
質
仁
、
佐

　
藤
冤
雄
．
秦
　
隆
真
．
伊
藤
現
芳
．

　
干
々
和
半
天
．
牧
野
ま
す
、
福
汗
課

　
長
、
本
部
側
栗
本
局
長
、
高
橋
部
長

　
近
畿
仏
教
会
代
表
懇
談
会

　
去
る
十
一
月
十
九
日
午
前
十
時
よ
り

京
都
嵯
峨
天
竜
寺
で
、
近
畿
二
府
四
県

の
仏
教
会
代
表
懇
談
会
が
開
か
れ
、
同

地
西
新
教
会
の
団
結
と
全
一
仏
教
運
動

へ
の
協
力
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ

た
。
席
上
、
仏
紀
二
五
〇
〇
年
記
念
式

典
へ
の
協
力
に
つ
い
て
の
固
い
決
議
が

行
わ
れ
た
。

千
葉
縣
仏
近
く
発
足

一
準
備
世
話
人
会
で
確
認
－

　
千
葉
県
の
仏
教
会
組
織
に
つ
い
て

は
．
か
ね
て
全
仏
で
も
そ
の
推
進
方
に

つ
い
て
努
力
を
重
ね
て
来
た
が
、
野
田

市
仏
教
会
（
会
長
勝
田
光
宥
師
）
の
強

い
発
意
も
あ
っ
て
、
県
仏
組
織
化
の
準

備
世
話
人
会
が
去
る
十
一
月
二
十
四
日

午
後
二
時
よ
り
千
葉
市
吾
妻
町
光
明
寺

で
開
か
れ
た
。

　
当
日
は
野
田
市
は
勿
論
、
遠
く
銚
子

市
、
地
元
の
千
葉
市
、
木
更
津
市
、
船
橋

市
．
成
東
町
等
の
熱
心
な
代
表
が
参
集

し
、
都
合
悪
く
欠
席
し
た
各
市
郡
仏
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煽
ヨ
　
　
ィ

ら
も
．
そ
れ
ぞ
れ
意
見
連
絡
等
が
あ

り
、
県
仏
組
織
へ
の
熱
意
が
う
か
讐
わ

れ
た
。

　
会
議
は
千
葉
市
仏
熊
野
竜
夫
師
の
司

会
．
座
長
で
行
わ
れ
、
同
師
の
本
会
議

開
催
に
至
っ
た
経
過
報
告
．
野
田
市
仏

鈴
木
栄
観
師
の
補
足
説
明
土
仏
栗
本
局

長
挨
拶
の
後
協
議
に
入
っ
た
。
出
席
各

代
表
は
交
々
意
見
の
発
表
を
行
い
つ
口

次
の
通
り
確
認
し
て
協
議
を
終
り
、
懇

親
会
に
移
っ
て
相
互
の
親
交
を
深
め
、

今
後
の
活
動
へ
の
結
束
を
固
め
て
午
後

六
時
散
会
し
た
。

◇
確
認
事
項

①
可
及
的
速
や
か
に
二
仏
組
織
を
確
立

　
す
る
。
出
来
れ
ば
明
春
正
式
発
足
。

②
組
織
は
地
区
仏
教
会
（
市
野
仏
教
会
）

　
の
連
合
体
と
し
．
先
づ
既
成
の
市
郡

　
仏
教
会
を
立
仏
に
組
織
し
、
逐
次
未

　
組
織
地
区
仏
の
組
織
方
を
懲
落
し
て

　
加
盟
方
を
促
進
し
、
名
実
共
に
全
県

　
的
連
合
体
へ
と
発
展
さ
せ
る
。

③
こ
の
た
め
県
仏
規
約
案
そ
の
他
準
備

　
の
た
め
来
る
十
二
月
九
日
準
備
小
委

　
員
会
を
開
く
。

④
当
面
の
仮
事
務
連
絡
所
を
干
葉
市
域

　
妻
町
光
明
寺
内
に
お
く
。

⑤
本
日
出
席
代
表
は
全
員
準
備
委
員
と

　
し
て
協
力
す
る
。

因
み
に
当
日
の
出
席
代
表
は
次
の
通
り

（
千
葉
市
仏
）
熊
野
竜
夫
、
松
村
隆
禅

　
森
田
彦
英
、
金
子
秀
興
、

（
野
田
市
仏
）
鈴
木
栄
観
．
勝
田
玉
雄

　
古
谷
砧
浄
、

（
銚
子
市
仏
）
上
野
三
教
、
相
川
頼
敬

　
篠
原
明
寛
、

（
木
更
津
市
仏
）
山
崎
義
隆
、
山
本
恭

　
雄
、（
船
橋
市
仏
）
菅
野
義
典
、
川
崎
信
教

（
成
東
町
仏
）
大
井
文
筆
、

の
各
師

　
な
お
、
千
葉
県
仏
が
発
足
す
る
と
関

東
地
方
一
都
六
扇
の
県
仏
組
織
が
完
備

す
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
の
活
動
が
大

き
な
期
待
と
注
目
を
集
め
て
い
る
。
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伊
豆
の
被
災
者
に
救
い
の
手
を

．
・
－
全
仏
教
界
あ
げ
て
救
援
活
動

　
去
る
九
月
末
、
伊
豆
地
方
を
中
心
に

猛
威
を
ふ
る
っ
た
魔
風
に
よ
る
風
水
害

地
に
対
し
て
、
全
国
的
な
救
援
運
動
が

行
わ
れ
た
が
、
仏
教
界
で
も
各
宗
派
、

地
区
仏
教
会
、
諸
団
体
で
活
溌
な
救
援

活
動
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
諸
活
動

の
う
・
ち
．
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
も
の

を
こ
エ
に
発
表
し
て
心
か
ら
の
敬
意
を

表
し
、
感
謝
を
さ
エ
げ
ま
す
。
な
お
、

こ
れ
は
仏
教
界
で
の
当
該
活
動
の
一
部

で
あ
っ
て
、
各
地
域
で
、
ま
た
他
団
体

と
の
協
力
の
も
と
で
、
殆
ん
ど
全
仏
教

界
で
救
援
活
動
が
行
わ
れ
た
こ
と
x
考

え
ら
れ
る
。

　
購
岡
下
墨
教
会

　
殆
ん
ど
全
県
下
多
少
に
拘
ら
ず
被
害

　
を
受
け
た
に
も
拘
ら
ず
、
伊
豆
地
方

　
以
外
の
各
地
区
仏
教
会
で
次
の
通
り

　
義
損
金
品
が
拠
出
さ
れ
た
。

加
茂
郡
仏

門
海
市
仏

三
島
市
仏

沼
津
市
仏

同
市
西
浦
仏

同
市
片
浜
仏

同
市
金
岡
仏

同
市
静
臥
仏

同
市
大
中
寺

二
布
光
長
三

吉
原
市
仏

吉
原
市
教
化
連
盟

富
士
宮
市
仏

富
士
市
仏

清
水
市
仏

聖
水
市
庵
原
村

臨
済
寺
院

静
岡
市
仏

静
岡
市
浄
士
宗

県
仏
書
部
大
会

　
一
、
五
〇
〇
円

　
五
、
○
○
○
円

一
九
、
九
〇
〇
円

　
と
米
一
俵
半

二
〇
、
0
0
0
円

三
〇
、
○
○
○
円

｝
○
、
0
0
0
円

　
三
、
八
0
0
円

　
五
、
○
○
○
円

一
〇
、
0
0
0
円

二
〇
、
○
○
○
円

一
〇
、
○
○
○
円

　
五
、
○
○
○
円

　
八
、
五
六
六
円

　
五
、
○
0
0
円

七
、
入
〇
六
円

　
七
、
三
五
三
円

二
〇
、
○
○
○
円

　
一
、
○
○
○
円

＝
一
、
七
八
一
円

焼
津
市
仏

藤
枝
市
仏

榛
原
郡
仏

同
郡
初
倉
村
仏

同
郡
吉
田
町
分
会

小
笠
郡
浜
岡
町
乱

脈
知
郡
仏

磐
田
市
仏

浜
名
郡
臨
済
宗

妙
心
寺
派

引
佐
郡
仏

引
佐
郡
方
広
寺

浜
松
市
油

津
窪
石
川
県
仏
教
会

党
木
県
仏
教
会

■
　
O
　
●

一
七
、
○
○
○
円

　
五
、
○
○
○
円

　
三
、
0
0
0
円

五
〇
、
○
○
○
円

　
三
、
0
0
0
円

　
一
、
○
○
○
円

　
八
、
○
○
○
円

　
五
、
○
○
○
円

　
五
、
○
○
○
円

一
五
、
○
○
○
円

五
〇
、
○
○
○
円

一
九
、
三
〇
〇
円

二
八
、
0
0
0
円

　
五
、
○
○
○
円

　
二
、
○
○
○
円

東
京
浅
草
寺
教
化
部

災
害
直
後
か
ら
本
堂
前
で
募
金
運
動

を
実
施
，
諸
団
体
、
，
婦
人
会
、
朝
ま

い
り
会
、
幼
稚
園
等
に
呼
び
か
け
た

現
金
　
　
　
　
　
五
〇
、
0
0
0
円

衣
一
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
コ
ニ
○
占
…

手
拭
タ
オ
ル
等
　
　
　
二
、
○
0
0
点

浄
土
宗
本
派

災
害
直
後
同
地
方
寺
院
に
見
舞
状
、

檀
信
徒
に
対
し

孝
道
教
団

現
金
衣
類

タ
オ
ル
五
〇
〇
本

一
〇
〇
、
0
0
0
円

　
五
、
0
0
0
点

統
理
以
下
全
信
徒
の
心
か
ら
の
慰
問

の
意
を
表
し
た
。

真
宗
大
谷
派

見
舞
班
を
現
地
に
派
遣

現
金
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
○
○
○
円

手
拭
　
　
　
　
　
　
　
二
、
○
○
○
本

を
贈
る
。
又
伝
道
車
を
派
遣
、
現
地

教
区
で
義
掲
金
を
募
り
被
災
者
に
贈

る
。浅
草
本
願
寺
婦
人
会

現
金
　
　
　
　
　
　
三
、
O
O
O
円

慰
問
品
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
広

本
和
仏
積
重

伊
豆
地
方
の
同
宗
寺
院
、
信
徒
の
被

害
も
大
き
く
、
特
使
を
派
遣
全
国
同

　
宗
寺
院
に
呼
び
か
け
て
、
義
欝
金
百

　
万
円
に
達
し
た
。

　
日
蓮
宗

　
宗
務
院
と
現
地
と
に
対
策
本
部
を
設

　
け
、
総
長
以
下
の
特
使
を
派
遣
し
現

　
地
を
見
舞
う
全
国
寺
院
に
呼
び
か
け

　
救
援
物
資
数
千
点
、
現
金
約
四
〇
万

　
円
（
十
一
月
二
十
日
現
在
）
を
贈
る
。

　
高
野
山
真
言
宗

　
早
速
被
災
者
救
援
対
策
本
部
を
特
設

　
し
全
国
寺
院
に
救
援
活
動
を
依
頼
、

　
全
国
的
に
托
鉢
そ
の
他
の
方
法
で
募

　
金
が
行
わ
れ
、
十
一
月
八
日
現
在
約

　
八
十
万
円
が
集
計
さ
れ
て
い
る
。

　
曹
洞
宗

　
十
月
十
五
日
現
地
見
舞
の
特
使
を
派

　
遣
、
宗
務
庁
か
ら
約
三
十
万
円
の
見

　
舞
金
を
贈
っ
た
。
全
国
寺
院
で
は
個

　
々
に
或
は
地
域
的
に
独
自
の
救
援
活

　
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
宗
務
庁
の
募

　
金
に
応
じ
て
十
一
月
二
十
日
現
在
五

　
九
九
、
六
三
〇
円
が
寄
せ
ら
れ
て
い

　
る
。
な
お
現
在
、
現
地
檀
信
徒
へ
の

　
見
舞
品
と
し
て
風
呂
敷
四
五
万
枚
、

　
打
敷
五
万
枚
が
発
註
さ
れ
て
お
り
、

　
現
地
に
送
ら
れ
た
。

　
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
築
地
別
院

　
本
山
並
に
全
国
寺
院
、
婦
人
会
そ
の

　
他
領
派
所
属
諸
団
体
の
協
力
に
よ
り

　
現
金
一
一
五
．
○
○
○
円
衣
類
、
日

　
用
品
等
一
万
個
、
毛
布
三
百
枚
、
布

　
団
三
百
組
工
期
も
現
地
で
要
望
す
る

　
も
の
を
早
速
現
地
見
舞
と
し
て
贈
つ

　
た
。
教
化
面
の
実
需
を
！

　
　
　
　
神
奈
川
県
仏
教
徒
会
議

　
神
奈
川
県
門
教
会
で
は
、
強
固
な
懸

仏
組
織
を
ほ
こ
り
、
活
溌
な
諸
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
が
、
去
る
十
一
月
二
十

一
日
午
前
音
聞
時
よ
り
、
鶴
見
総
持
寺

に
お
い
て
県
仏
教
徒
会
議
を
開
催
し

た
。
　
当
面
総
持
寺
貫
主
年
下
、
内
山
神
奈

川
県
知
事
は
じ
め
、
県
下
各
界
代
表
臨

席
の
も
と
に
厳
粛
盛
大
な
開
会
式
が
行

わ
れ
た
後
、
昼
食
小
憩
、
午
後
一
時
よ

り
増
永
霊
鳳
博
士
の
記
念
講
演
「
新
時

代
の
仏
教
活
動
は
如
何
に
あ
る
べ
き

か
」
が
約
同
時
聞
に
亘
っ
て
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
各
議
題
に
つ
い
て
真
剣
活

溌
な
討
議
が
な
さ
れ
た
が
、
特
に
教
化

方
策
の
確
立
（
特
に
新
興
宗
教
対
策
等
）

解
放
農
地
補
償
問
単
一
に
つ
い
て
は
出

席
各
代
表
の
熱
意
の
発
露
が
見
ら
れ

た
。
約
二
百
名
の
代
表
は
夕
刻
ま
で
各

議
題
の
討
議
を
続
け
県
下
仏
教
界
の
協

力
を
誓
っ
て
盛
会
に
終
っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
へ
観
戦
像

　
か
ね
て
外
務
省
を
通
じ
て
要
請
の
あ

っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
部
仏
教
会
に
対

す
る
仏
像
贈
呈
に
つ
い
て
は
、
国
際
親

善
平
和
観
音
鑛
仰
会
（
会
長
古
川
為
三

郎
氏
）
の
好
意
に
よ
り
観
暑
像
（
高
藤

鎮
夫
作
）
を
贈
る
こ
と
に
な
り
．
去
る

十
一
月
十
二
日
午
前
十
時
出
帆
の
東
京

船
舶
日
昌
丸
で
托
送
さ
れ
た
。
当
日
は

全
仏
柳
国
際
部
長
、
名
古
屋
の
仏
教
引

入
会
員
、
幼
稚
園
児
等
多
数
が
埠
頭
に

見
送
っ
て
、
仏
縁
に
よ
る
両
国
親
善
の

増
進
を
祈
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ヤ
へ
も
仏
像

　
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
仏
教
会
よ
り
の
要
請
に

こ
た
え
て
、
前
記
観
晋
鑛
仰
会
寄
贈
の

観
音
像
を
贈
る
件
は
、
種
々
接
渉
の
結

果
、
外
務
省
公
用
便
に
て
、
オ
ー
ス
ト

リ
ヤ
・
ウ
イ
ー
ン
の
日
本
・
大
使
館
を
通

じ
て
近
く
贈
呈
方
が
実
現
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

㎜
あ
と
が
き
㎜

◇
世
界
仏
教
徒
会
議
へ
の
代
表
団
一
行

　
を
送
り
出
し
た
事
務
局
は
台
風
一
過

　
の
感

◇
但
仏
紀
二
五
〇
〇
年
祝
典
会
議
、
地

　
方
行
事
の
準
備
が
始
つ
た
の
で
事
務

　
局
は
又
々
年
末
年
始
へ
か
け
て
大
童

◇
今
年
は
府
県
仏
教
徒
会
議
が
相
次
い

　
で
開
か
れ
、
黙
々
と
地
方
仏
教
運
動

　
に
挺
身
さ
れ
て
い
る
人
々
の
血
と
汗

　
の
体
験
談
が
発
表
さ
れ
貴
重
な
記
録

　
を
残
し
て
い
る

◇
十
月
末
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
社
会

　
平
和
、
政
治
経
済
委
員
会
で
真
剣
に

　
討
議
さ
れ
た
警
職
法
そ
の
他
の
生
の

　
問
題
は
最
近
の
仏
教
会
に
と
っ
て
随

　
分
熱
の
入
っ
た
委
員
会
で
あ
っ
た
が

　
結
論
が
静
か
な
寛
容
性
に
富
ん
だ
も

　
の
だ
け
に
余
り
目
立
た
な
い

◇
然
し
か
x
る
問
題
に
対
し
て
は
も
つ

　
　
と
早
く
深
く
研
究
討
議
し
て
全
国
仏

　
教
徒
に
詳
細
報
道
し
て
参
考
に
資
し

　
た
い
も
の
だ
、
月
刊
で
は
な
さ
け
な

　
　
い
◇
愈
々
成
道
会
だ
、
静
か
に
内
省
し
て

再
出
発
を
や
ろ
う
！
　
　
　
　
　
（
た
）

量
’
■
8
覧
，
匿
億
、
《
8
，
0
監
8
し
8
、
8
、
θ
、
量
重
∂
盲
■
邑
8
1
亀
8
8
，
覧
8
8
’
、
ρ
し
ψ
．

噸
晒
題
『
現
代
入
の
宗
教
』
　
　
　
　
　
　
ψ

脳
内
容
は
必
ず
肇
面
と
実
践
面
と
を
箆

｝
込
み
、
わ
か
り
易
く
、
具
体
的
で
あ
る
｛

噛
こ
と
・
　
　
　
　
　
　
　
　
噛

勺9崎’贈’噺’舳簡一邑昌亀Aコ「鱈内噂ρ弓騨へρ妬壁調爾軸’r騨り陶侮》働’胃u■●♂吻♂㌔ρ簡A」脅・Aりro軸L♂輸鍾｝

賞

金

発

表

宛締～㌦噺を　　　枚
　　ミ報中二
先切｝社外～　　　　　　　　　数

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
枚
鮒

ま
で
。
筆
者
略
歴
（
二
百
字
）
晒

添
付
。
応
募
原
稿
は
返
還
し
晒

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

一
㌦
ζ
‘
・
～
¢
8
竃
《
8
㌔
監
ε
∂
、
置
3
、
㌦
「
⊃
・
♂
，
も
こ
’
覧
ξ
’
一
網

漱
著
長
聖
上
募
集
　
…

働
・
、
竃
」
、
躍
，
o
、
唇
菖
薯
，
ら
♂
’
も
∂
・
’
，
ε
’
9
・
唱
‘
・
．
，
⊂
ノ
・
鳳
。
ら
翻
・
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔

＋
二
月
＋
日
　
　
　
　
　
～

京
都
市
東
山
区
　
　
　
　
　
肉

　
　
　
　
一
橋
宮
ノ
内
町
七
四

申
外
日
報
社
論
交
募
集
係
　
、

入
選
論
文
は
本
紙
新
年
号
に
｝

掲
載
。
　
　
　
　
　
　
触

入
選
一
篇
．
中
外
日
報
社
賞
触

　
（
五
万
円
及
び
記
念
品
）
酬

　
　
　
　
中
外
日
報
社

♂
～
一
～
e
～
’
一
～

～
一
～
B
、
一
、
し

島
崎
年
賀
広
告
募
集
　
…

㎜
　
例
年
の
通
り
本
新
年
号
で
年
賀
の
紙
…

㎜
上
名
刺
交
換
を
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
…

㎜
ふ
る
っ
て
御
申
込
下
さ
い
。
　
　
　
　
㎜

締一個団

切込人体

一
〇
〇
〇
円
以
上
…

五
〇
〇
円
以
上
…

　
本
紙
編
集
部
…

十
二
月
十
五
日
…


